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TP-8800 をご利用の皆様 

TP-8800 リリースノート(Ver.1.14) 
2013 年 11 月 11 日 

白山工業株式会社 

この度、TP-8800 のファームウェアがバージョンアップされました。今回のバージョンアップ

では 3項目の不具合が修正されました。また、1項目の機能追加と 4項目の機能変更があります。 

 ファームウェア Ver.1.14 の機能は、LS-8800 のファームウェア Ver.2.30 以降と連動した機

能を持っています。本バージョンは LS-8800 の最新ファームウェアとあわせてご使用くだ

さい。 

LS-8800 のファームウェアをアップデートする際は以下の点にご注意ください 
ファームウェア Ver.2.00～Ver.2.11 の LS-8800 と TP-8800 を接続してご使用されている状

態で Ver2.30 へのアップデートを行う場合は、お手数ですが LS-8800 と TP-8800 を切り離

した状態で行っていただくようお願いいたします。 
接続した状態でアップデートを実施した場合、アップデートの途中から先に進まなくなる不

具合がありますのでご注意ください。切離した状態であれば不具合は発生しません。なお、 
この不具合は Ver.2.20 にて修復されております。 

 ファームウェア ： Ver.1.14 

 機能変更 

1. 動作設定変更機能の変更 

  概要：観測中に動作設定変更ができるように変更しました。設定変更後は自動で観測 

     停止、観測開始を行います。  

  注意：観測停止中に設定変更を行った場合であっても、設定変更後に観測開始処理が行われ 

     計測が開始されます。 

2. 設定ステータスパケット(A8)・動作ステータスパケット(A9) XML 変更 

  A8 パケットと A9 パケットの XML フォーマットが変更されました。 

  最新のフォーマットと項目は【参考資料】をご覧ください。 

3. Web のリアルタイム情報画面の表示を変更 

    ・SD カードの総容量の追加 

    ・TP-8800 の ACT 退避バッファの総容量を表示 

    ・ACT 退避メディアの総容量を表示 

    ・測位が位置固定モードで時刻校正が間欠時刻校正、または連続時刻校正の場合 

     緯度、経度、標高の設置値を表示 

4.  Web の動作設定変更画面の A8 パケット・A9 パケットの送信間隔設定項目をデータ転送 

  タブへ移動 

 機能追加 

1. ACT 送信をお使いの場合、観測停止中にリアルタイム情報画面から ACT 退避 

バッファに貯められたデータをクリアする機能を追加。 
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 修正事項 

1. LS-8800 と接続して測定中に電源電圧が低下し測定一時停止状態になった後、 

電源電圧が上昇して LS-8800 が測定を開始してもデータの送信が再開されない 

問題を修正。 

2. ACT の未送信データが TP-8800 に残っている状態で設定の変更を行うと、 

設定の変更後に通信が可能な状態であっても未送信データが出力されずに 

データが欠測することがある問題を修正。 

3. TP-8800 が出力する設定ステータスパケット(A8)・動作ステータスパケット(A9)を 

受信ソフトなどで受信した際に、設定したチャンネル ID に保存されない問題を修正。 

以上
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【添付資料1】A8パケット・A9パケットのXMLフォーマット 

□A8パケットフォーマット 
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□A9パケット 
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【添付資料2】A8パケット・A9パケットの項目内容 

□A8パケット項目 
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□A9パケット項目 

 

 

 

 


